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第Ⅲ章　調査の概要
１　各年度の調査方法の概要
　上相川地区における当初の調査計画は、絵図に描かれた町割りや現在の地形をもとにこれを 3 分割し、3
年間のトレンチ発掘調査及び 1 年間の報告書作成を含む整理作業を実施する合計 4 年間の調査計画であっ
た。その後、平成 18 年度に文化庁から地表面で遺構が良好に確認できるため、現段階における発掘調査
を伴う調査は必要無いのではないかとの指導を受けたことにより、佐渡市教育委員会では、調査期間及び
調査方法の再検討を行って、詳細分布調査の成果をもとにした遺跡全体の性格把握、今後の調査方針・調
査方法を検討するための基礎的な調査と位置付け、現地調査期間を 2 年間、調査対象面積を約 34,900 ㎡
とし〔第 9 図〕、整理作業を 1 年間とする 3 年間の事業に計画を変更した。
　また、平成 16 年度に地形測量を実施した際、基準杭を中心に幅 15 ｍ四方のグリッドを上相川全域に設
定したが、今回の調査では地表面における遺物の取り上げを確認されたテラスなどの遺構単位で実施して
いるため、グリッドを利用した遺物の取上げは行っていない。
平成18年度調査区
上相川と調査範囲位置図
平成17年度調査区
第 10 図　調査範囲図
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Ａ　平成17年度調査方法の概要
　平成 17 年度の調査対象となった地域は、右沢浄水場の南側にあたる江戸時代に小右衛門町、本町と呼
ばれた 12,400 ㎡の範囲である（第 10 図）。調査方法は、下草等の樹木伐採後の分布調査及びトレンチ発
掘調査の併用としている。
　調査に先立ち、遺構が確認できない急斜面を除き、調査区内のテラスや石垣等の遺構の存在が想定され
るすべての場所の木竹や下草の伐採・落葉等の除去作業を実施した。伐採作業にあたり、遺跡の景観に配
慮するため、伐採対象とした樹木は、枯死しているものまたは直径が 10 ㎝以下のものとした。作業後、確
認されたすべてのテラス・石垣等の遺構の現況写真を撮影した。
　トレンチの設定にあたり、県文化行政課の指導のもとに、確認されたテラスの中で遺存状態が比較的良
好なものや樹木や壁面の崩落などにより調査に支障をきたさない場所のうち、任意の位置に総数 11 ヵ所、
幅約 2m の調査トレンチを設定した。規模の大きいテラスでは、設定したトレンチに直交する形で幅 1.5 ｍ
のサブトレンチを 3 ヵ所設定した（第 11 図）。確認調査は、鍬や鋤簾等を使用した人力による表土剥ぎ作
業を行った後に遺構の確認作業を実施し、遺構・遺物の有無、土層の堆積状況を確認した。土層の確認には、
地山面まで掘削を行ったうえで、各トレンチの 1 層目にあたる遺構検出面で掘削を止めている。トレンチは
必要な記録を取った後に埋め戻しを行った。
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第 11 図　平成 17 年度トレンチ配置図
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　検出された遺構は、長軸が 50 ㎝以上のものを土坑に、50 ㎝未満のものをピットとして分類した。検出
された遺構のうち、特徴的なもの数基を半割して、遺構の内容確認を行った。
　検出された遺構の番号は、テラス及び石垣は、検出順にそれぞれ「ｔ（遺構番号）」、「№（遺構番号）」
というように通し番号を付け、トレンチから検出された遺構については、検出順に「Ｔ 8（遺構番号）」と
いうようにトレンチの遺構ごとに通し番号を付けた。
　遺構の測量方法は、トレンチ内で検出された遺構については、トレンチごとに平板測量によって遺構平
面図を作成した。検出された遺構のうち、特徴的なもの数基を半割し、土層断面図を作成した。これらの
平面図・土層断面図は、縮尺 20 分の 1 で図化し、詳細な記録作成が必要と判断された遺構のみ縮尺 10 分
の 1 で図化した。テラスの測量は、平板測量によって遺構の範囲を測量したうえで、縮尺 500 分の 1 の地
形図に加筆した。石垣の測量は、株式会社セビアスに委託して、デジタル画像による写真解析図化によっ
て立面図を作製した。
　遺物の取上げ方法は、トレンチ内については 2 ｍ間隔で小グリッドを設定し、小グリッドごとに取上げた。
地表面で採集できる遺物については、テラスなどの遺構ごとに取り上げた。
　また、調査区内に散乱する石磨・扣石などの石製品の分布状況及びズリ（石英片）の散布状況を調査した。
石製品については、種別・法量・特徴・石材・遺存状況等を記録し、個別に写真撮影を行って、平板測量
によって縮尺 200 分の 1 の位置図を作成し、地形図に位置を合成させた。ズリの散布状況は、テラス・石垣・
道を中心に任意に 1 ｍ四方の枠を設置し、その中での散布密度・ズリの大きさを計測した。
Ｂ　平成18年度調査方法の概要
　平成 18 年度の調査対象地は、平成 17 年度調査区の南側にあたる九郎左衛門町、九郎左衛門裏町、弥左
衛門町と呼ばれた 22,500 ㎡の範囲である（第 10 図）。調査方法については、文化庁からの調査指導もあり、
木竹や下草の伐採作業後、地表面で確認できる遺構の分布調査のみとした。
　調査に先立ち、調査区内のテラス・石垣が存在するすべての場所の下草等の樹木伐採作業・落葉等の除
去作業を実施した。ただし、伐採にあたり、遺跡の景観に配慮するため、伐採する樹木は枯死しているも
のまたは直径が 10 ㎝以下のものとした。作業後、地表面において確認することのできたすべてのテラス・
石垣等の遺構の現況写真を撮影した。
　テラスの測量は、平板測量によって遺構範囲を測量して、縮尺 500 分の 1 の地形図に加筆した。また、
九郎左衛門町周辺の石垣の測量及び一部テラスの測量・地形図作成を株式会社セビアスに委託して、デジ
タル画像による写真解析図化で行った。
　分布調査のほかに、調査区内に散乱する石磨・扣石などの石製品の分布状況及びズリ（石英片）の散布
状況を調査した。石製品については、種別・法量・特徴・石材・遺存状況等を記録し、個別に写真撮影を行っ
たうえで、平板測量によって縮尺 200 分の 1 で位置図を作成し、地形図に合成させた。ズリの散布状況は、
テラス・石垣・道を中心に任意に 1 ｍ四方の枠を設置し、その中での散布密度・ズリの大きさを計測した。
　遺物の取上げ方法は、地表面で採集できる遺物をテラス等の遺構ごとに取上げた。
　また、調査区域外に残る道跡及び寺院跡、周辺部の採掘跡等の遺構の遺存状況や石造物等の遺構の分布
状況を調査した。
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２　基本層序（図版3）
　平成 18 年度は発掘調査を実施していないため、現段階で判明している基本層序は、平成 17 年度の調査
によるものである。
　平成 17 年度のトレンチ発掘調査において、各トレンチ内に土層確認のためサブトレンチを入れて地山層
まで掘削を行ったが、山間部の斜面であるため、各トレンチ間の土層の対比が難しく、基本層序を対応さ
せることはできなかった。各トレンチとも薄い表土層の下層に遺構検出面・遺物包含層となる。本町跡に設
定したトレンチ 2 ～ 4、サブトレンチ 1 ～ 3（北側部分）の土層では、旧耕作土や水田造成に伴うと考えら
れる盛土層がみられた。また、トレンチ 4 では、斜面掘削に伴う土砂や礫を北～西の斜面裾に盛ってテラ
スを拡大したと考えられる土層があり、現状で視認できるｒ 1 道跡の南側に残るマウンドの存在とともに、
現在みられる規模の大きいテラスは、田畑造成の際の排土によって構築されたものと考えられる。ｒ 1 道跡
より南側のサブトレンチ 1 やサブトレンチ 3（南側）では、盛土の下層にユリカスと思われる幅約 10 ～ 20
㎝のシルト層や幅約 10 ㎝の炭化物層がみられた。トレンチ 1・トレンチ 6・サブトレンチ 3 ではｒ 1 の旧道
跡、石垣跡が検出された。
　小右衛門町跡のトレンチ 8 やトレンチ 9 では、整地層と考えられる褐色土層や貼床と考えられる橙色の
粘質土層などの生活面と考えられる地層が 2 ～ 3 面にわたり存在し、下層には、テラス造成に伴うにぶい
黄褐色の砂礫による盛土層がみられたことから、複数の小規模なテラスが連続していたと考えられる。また、
トレンチ 9 では、ユリカスと思われる幅約 10 ～ 25 ㎝のシルト層や幅 5 ～ 10 ㎝の炭化物を含む層が広範
囲にみられるが、トレンチ 8・トレンチ 11 では、このシルト層や幅約 5 ～ 10 ㎝の炭化物層が部分的にみら
れるのみで、他のトレンチではみられなかった。
３　遺構・遺物の検出状況
　平成 17 年度調査区では、分布調査によってテラス 47 基、石垣 51 基、石段 1 基、道跡 2 条、窪地 1 ヵ
所が確認されており、トレンチ内での遺構確認作業によって炉跡 1 基、土坑 9 基、ピット 20 基、性格不明
遺構 2 基、石垣 4 基が確認されている。平成 18 年度調査区では、分布調査によってテラス 118 基、石垣
103 基、石段 2 基、道跡 7 条、水路跡 1 条、窪地 15 ヵ所が確認されている。調査によって確認された遺
構の総数は、テラス 164 基、石垣 158 基、石段 3 基、道跡 9 条、水路跡 1 条、炉跡 1 基、土坑 9 基、ピッ
ト 20 基、性格不明遺構 2 基、窪地 16 ヵ所である（第 12 図）。
　トレンチ発掘調査で検出された炉跡、土坑、ピット、性格不明遺構を除くとテラス、石垣等の遺構の多
くが地表面において確認されている。調査区外では、下草や樹木伐採が進んでいないため、現況での遺構
の確認作業が困難な範囲もあるが、調査区内と同様なテラスや石垣等の遺構、寺院跡・番所跡等の絵図に
描かれた構築物跡やそれに伴う石造物が存在していると考えられる。
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